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phase-1	
 upgrade

Cross-section of the barrel
1<|η|<1.3	
 を処理する内部チェンバーを、
-	
 BIS7	
 +	
 EEL4　の場所に設置した場合
-	
 EE	
 の場所に設置した場合
でトリガーレート、トリガー効率がどの程度変化するか
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先週までの結果
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NSWとORをとった場合
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NSWとORをとった場合
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NSWとORをとった場合

EEL	
 +	
 EES	
 (dR閾値	
 0.1	
 )

トリガーレート
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NSWとORをとった場合
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efficiency:trigger	
 rate

efficiency ratio
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efficiency:trigger	
 rate

efficiency ratio :  (分母) = 1.05<|η|<1.3のL1_MU20のうち、
           pT>20 GeVのcombined muonを伴うもの

 (分子) = 分母のうち、Inner station のdR<dRthreshold 領域に
           track segmentがあるもの 

trigger rate ratio :  (分母) = 1.05<|η|<1.3のL1_MU20

(分子) = 分母のうち、Inner station のdR<dRthreshold 領域に
              track segmentがあるもの 
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次にやること

•	
 ROI	
 単位でefficiencyを計算
→	
 efficiencyの低いROIで内部チェンバーの要
求を外した場合、efficiency,	
 trigger	
 rateは
どうなるか?
-	
 現在持っているデータでは統計が少なく、
	
 この議論はできない。もっと多くのデータ
	
 をとってくるか、MCを使う

•	
 EEでもNSWとORをとる
-	
 これはすぐに出来ると思う

•	
 inefficiencyの原因を調べる
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inefficiency
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EE	
 を要求した時の
inefficiencyの原因は何か

特にここが気になる

これもMCで統計をためて議論したい
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MC	
 (現在直面している問題)
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Twiki	
 :	
 https://twiki.cern.ch/twiki/bin/
view/Main/TGCD3PD	
 に従ってsingle	
 muonのMC
を作成
→	
 EEが一部しか存在していないように見える

EE上のtrack	
 segmentのxy分布
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